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Special feature
特集災害発生時、市町村社会福祉協議会（以下、社協）は災害ボランティア

センターの運営や地域の要配慮者の支援等、災害福祉支援の中核となるこ
とから、適正な法人経営を行いながら支援活動が展開できるよう、災害時
の事業継続計画（以下、BCP(※)）を策定しておくことが求められています。

岡山県社協では令和５年度からモデル社協を指定し、BCP策定検討会
への参画・アドバイザー派遣（佛教大学　専任講師　後藤　至功氏）、資
料提供等、市町村社協のBCP策定を促す取組を行っています。

今回は、BCP策定におけるポイントと、令和５年度に本事業を活用し、
BCP策定に取り組んだ浅口市社協の実践をご紹介します。

岡山県社会福祉協議会 2024 Summer 2

③
職
員
の
連
絡
手
段
の
検
討

　

災
害
時
に
は
、
電
話
回
線
が
繋
が
ら
な

い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
職
員
の
連
絡
手
段

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
回
線
を
使
用
し
た
も
の
に
統
一

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
名
寄
せ
名
簿
の
作
成

　

各
事
業
の
利
用
者
情
報
を
１
つ
の
名
簿

に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
避
難
の
呼
び
か
け

や
安
否
確
認
に
活
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
氏
名
や
住
所
の
ほ
か
、
利
用
サ
ー

ビ
ス
や
安
否
確
認
の
優
先
順
位
等
も
記
入

し
て
お
く
と
、
よ
り
活
用
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
検
証
訓
練
の
実
施

①
災
害
対
策
本
部
の
設
置

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
基
づ
き
、
実

際
に
机
や
椅
子
、
地
図
等
を
配
置
し
、
職

員
の
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
部
と
各
支
所
と
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
つ
な
ぎ
、
白
地
図
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
活
用
し
な
が
ら
被
害
状
況
の
集
約
・

共
有
を
行
い
ま
す
。

②
利
用
者
安
否
確
認
（
電
話
・
訪
問
）

　

被
害
状
況
の
確
認
後
、
ま
ず
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
安
否
確
認
の
方
法
に
基
づ
き
、
電
話
で

利
用
者
の
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

電
話
で
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、

実
際
に
お
宅
へ
訪
問
し
、
不
在
の
場
合
は

「
状
況
カ
ー
ド(

＊
１)

」
を
確
認
し
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
安
否
確
認
時
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に

基
づ
い
て
対
応
し
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

～
浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
組
～

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
、

浅
口
市
社
協
の
主
な
取
組

①
安
全
ゾ
ー
ン
の
確
保

　

災
害
発
生
時
、
社
協
等
の
施
設
内
だ
け

で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
の
安
全

ゾ
ー
ン
も
検
討
が
必
要
で
す
。
そ
の
際
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
地
図
を
活
用
し
な

が
ら
、
利
用
者
宅
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
、

可
視
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
電
力
の
確
保

　

電
力
は
生
命
維
持
や
サ
ー
バ
ー
へ
の
接

続
等
、
必
要
不
可
欠
な
資
源
で
す
。

　

稼
働
さ
せ
た
い
設
備
や
機
材
を
確
認
し
、

必
要
な
電
力
を
計
算
し
た
う
え
で
、
発
電

機
等
の
購
入
を
検
討
し
ま
す
。

図１ 災害時引き渡しカード／浅口市社会福祉協議会

※ BCP とは・・・大地震等の自然災害、感染症のまん延等、突発的な経営環境の変化など不測の事態が発生しても、※ BCP とは・・・大地震等の自然災害、感染症のまん延等、突発的な経営環境の変化など不測の事態が発生しても、
重要な事業を中断させない、または中断しても可能な限り短い期間で復旧させるための方針・体制・手順等を重要な事業を中断させない、または中断しても可能な限り短い期間で復旧させるための方針・体制・手順等を
示した計画のことを指します。示した計画のことを指します。

本
所
、
各
支
所
、
介
護
保
険
事
業
所
、

そ
れ
ぞ
れ
の
安
全
ゾ
ー
ン
を
確
認
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
写
真
を
活
用
し
て

可
視
化
。

介
護
保
険
事
業
の
利
用
者
を
１
つ
の
名

簿
に
ま
と
め
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
利

用
者
宅
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
。

浅
口
市
社
協
で
は
…

ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
を
導
入
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ワ
ー
ク
ス
の
活
用
。

●
引
き
渡
し
カ
ー
ド
と
確
認
票
の
作
成

　
利
用
者
を
家
族
等
へ
引
き
渡
す
た
め

に
事
前
に「
引
き
渡
し
カ
ー
ド（
図
１
）」

を
作
成
。

●
公
用
車
等
の
避
難
場
所
確
保

　
公
用
車
や
職
員
の
私
用
車
が
浸
水
す

る
恐
れ
の
あ
る
場
合
、
事
前
に
避
難
場

所
を
検
討
し
、
距
離
と
所
要
時
間
を
確

認
。
近
隣
施
設
へ
避
難
さ
せ
る
場
合
は
、

協
定
等
に
よ
り
合
意
し
て
お
く
。

そ
の
他
の
取
組
…
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③
Ｂ
Ｃ
Ｐ
検
証
訓
練
を
実
施
し
て

　

訓
練
の
目
的
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
行
性
と

妥
当
性
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
全
体
を
通
し
て
、
本
部
の

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
や
集
約
し
た
情
報
の
表

記
方
法
・
掲
示
場
所
の
一
元
化
等
、
様
々

な
改
善
点
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
再
検
討
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
使
え
る
Ｂ

Ｃ
Ｐ
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

金光支所　支所長
小田 義之さん

関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
力

　

災
害
対
策
本
部
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
浅
口
市
社
協
内
で

の
設
置
が
不
可
能
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に

備
え
、
近
隣
の
公
共
施
設
や
他
団
体
の
敷

地
内
に
設
置
が
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
確

認
し
、
合
意
を
得
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
発
生
時
の
人
員
配
置
に

つ
い
て
、
災
害
規
模
に
よ
る
各
部
署
の
職

員
配
置
数
と
外
部
支
援
者
の
配
置
数
を
検

討
し
、
事
前
に
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協

定
を
結
ぶ
た
め
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

手
探
り
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
当
初
は

戦
々
恐
々
で
し
た
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
後
藤
先
生
の
ご
指
南
に
よ
り
、
確
実

に
策
定
の
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

策
定
を
通
じ
て
、
混
乱
が
避
け
ら
れ

な
い
災
害
に
備
え
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
人

員
、
体
制
、
情
報
、
設
備
な
ど
の
「
資

源
」
を
一
元
的
に
ま
と
め
、
整
理
し
て

お
く
こ
と
で
、
災
害
時
に
そ
の
資
源
を

効
率
的
に
活
用
し
、
災
害
が
及
ぼ
す
事

業
運
営
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
軽

減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
、

と
そ
の
意
義
を
実
感
し
ま
し
た
。
加
え

て
、
地
域
の
方
の
協
力
を
得
て
実
施
し

た
検
証
訓
練
か
ら
内
容
を
見
直
せ
た
こ

と
で
、
ま
さ
に
生
き
た
計
画
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
震
を
想
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
災
害
時
に

社
協
が
機
能
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

個
々
の
利
用
者
や
地
域
の
“
福
祉
”

を
止
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
社
協
Ｂ
Ｃ
Ｐ
＝
地
域
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
と

い
う
矜
持
を
胸
に
、
計
画
を
磨
き
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
モ
デ
ル

早
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

令
和
６
年
度
は
、
早
島
町
社
協
を
モ
デ

ル
と
し
て
指
定
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

早
島
町
社
協
と
し
て
は
、
職
員
の
災
害

（
防
災
）
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
職
員

全
体
で
早
島
町
社
協
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲

げ
て
い
ま
す
。
外
部
講
師
に
よ
る
職
員
研

修
を
年
３
回
程
度
開
催
し
、
防
災
に
関
す

る
基
礎
知
識
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
関
す
る
項

目
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
も
取
り
入
れ
な
が

ら
学
び
を
深
め
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
お
い
て
は
、
社
協
内

の
検
討
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
地
域
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
」
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
の
各
関
係
機
関
・
団
体
と
も
協

議
を
行
い
、
お
互
い
の
役
割
を
確
認
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
協

働
の
取
組
こ
そ
が
、
災
害
時
を
も
見
据
え

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
部
　
経
営
支
援
班

 

☎
：
０
８
６-

２
２
６-

３
５
２
９

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　
利
用
者
の
発
災
時
の
状
況
を
想
定
し

た
カ
ー
ド
の
こ
と
。
利
用
者
宅
や
近
辺

の
被
害
状
況
や
利
用
者
の
避
難
状
況
等

を
記
し
て
い
ま
す
。

例 「
本
人
不
在
。
近
隣
住
民
に
居
場
所

を
聞
く
が
不
明
。」、「
家
の
南
側
が

浸
水
。
本
人
は
避
難
所
へ
避
難
済

み
。」
等

オンラインで本部と各支所
をつなぎ、情報共有を行う

被害状況やその他の関連情報
の集約を行っている様子

安否確認の方法を確認しな
がら電話をしている様子

民生委員が住民の避難状況を
伝えに来ている様子

安否確認 (訪問 ) で状況
カードを確認する様子

災害対策本部へ安否確認・被害
状況の報告を行っている様子

＊
１ 「
状
況
カ
ー
ド
」
と
は
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「郷内の子どもは郷内で育てる」
　～地域に目を向ける子どもの育成～

今年度は県内で福祉を学ぶ現役大学生が取材・レポートします！今年度は県内で福祉を学ぶ現役大学生が取材・レポートします！

　

活
動
報
告
で
は
、
子
ど
も
民
生
委
員

新
聞
を
作
成
し
、
子
ど
も
民
生
委
員
の

役
割
や
活
動
の
楽
し
さ
を
下
級
生
に
伝

え
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
活
動
に
取
り
組
む
う

ち
に
、
近
所
の
人
へ
の
挨
拶
や
運
動
場

の
草
む
し
り
な
ど
を
進
ん
で
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
下
級
生
の
お

手
本
に
な
ろ
う
と
い
う
思
い
や
、
子
ど

も
民
生
委
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
同
士
で
声
か

け
や
注
意
を
し
あ
う
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

活
動
報
告
を
聞
い
た
下
級
生
た
ち
も
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
気
づ

き
、
活
動
へ
の
参
加
意
欲
が
高
ま
り
ま

し
た
。
校
内
あ
い
さ
つ
運
動
に
、
誰
に

で
も
声
を
か
け
、
顔
見
知
り
を
増
や
そ

か
ら
、
子
ど
も
民
生
委
員
の
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

     

　

子
ど
も
民
生
委
員
の
活
動
は
、
小
学

４
年
生
を
対
象
に
、「
や
さ
し
さ
を
広
げ

よ
う
」
の
学
習
、
活
動
参
加
、
活
動
報

告
の
流
れ
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
で
は
、
民
生
委
員
の
活
動

を
聞
き
、
そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

い
、
活
動
内
容
を
考
え
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
挨
拶
運
動
、
民
生
委

員
と
一
緒
に
お
寿
司
や
お
餅
配
り
、
公

園
の
草
取
り
、
互
近
助
パ
ン
ト
リ
ー
の

参
加
、
募
金
活
動
、
学
防
災
（
多
世
代

防
災
イ
ベ
ン
ト
）
の
参
加
な
ど
で
す
。

　

郷
内
地
区
子
ど
も
民
生
委
員
は
「
郷

内
学
」
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
郷
内
学
は
、

「
郷
内
の
子
ど
も
は
郷
内
で
育
て
る
」
を

理
念
と
し
た
、
ふ
る
さ
と
郷
内
を
愛
す

る
子
ど
も
の
育
成
を
目
的
と
し
た
学
び

の
活
動
で
す
。
小
学
校
の
総
合
学
習
の

見
直
し
を
き
っ
か
け
に
、
保
幼
小
中
と

地
域
住
民
等
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
郷
内
学
の
取
組
の
一
つ
で
あ

る
「
や
さ
し
さ
を
広
げ
よ
う
」
の
学
習

郷内学とは？
「郷内の⼦は郷内で育てる」という理念のもと，
保育園・幼稚園から⼩学校・中学校までが地域
と連携し，ふるさと郷内を愛する⼦どもたちの
育成と，ふるさとを愛するアイデンティティを
育むことを⽬的とする学びの活動です。

ふれあい
⼈とかかわる
・焼き芋パーティー，感謝の会（保・幼）
・お⼿紙（保・幼），園外保育（保・幼）
・たんけんたい（⼩２）
⾃然やまちとかかわる
・いもほり，稲かり（保・幼）
・きせつとなかよし(⼩１)
・たんけんたい（⼩２）

はっけん！郷内
学区にある施設や産業，歴史を知る
・学区探検（⼩３）
・⼟砂災害に学ぶ（⼩３）
・岡⼭（郷内）ウォッチング（⼩４）
・それゆけ環境調査隊（⼩５）
・災害に備える（⼩５）
・ふるさと発⾒（歴史探訪）（⼩６）

郷内へ発信！
わたしたちのできること
・ふるさと再発⾒

〜受け継がれる想い〜（中１）
・避難所にて（中１）
地域に貢献しよう
・⾃分実践プロジェクト（中２）
・チャレンジワーク（中２）

これまでのわたし
これからのわたし

・育った地域へ感謝と決意（中３）
・とどけ メッセージ（中３）

郷内地域学校園運営協議会
郷内中学校・郷内⼩学校・郷内幼稚園・
みちる保育園・若杉保育園・コミュニ
ティー協議会・各学校園PTA・公⺠館・
婦⼈会・⺠⽣児童委員協議会・歴史保存
会・たんぽぽ団・やんちゃーズ 他

郷内公民館 おじいさん 林公園 林第２公園
郷内郵便局 おばあさん 犬渕南公園 林第３公園

田んぼ・畑 曽原公園 熊坂公園 ほか

郵便局 JA 病院 商店
スーパー
タケヤリ（株） 荻田撚糸
（株） ほか

あいあい園 郷内歴史保存会 史跡管理者
碧山荘 岩椿神社 竹田貝塚ほか
倉敷市社会福祉協議会 天満宮 熊坂焼

熊野神社 首切地蔵
倉敷市防災危機管理室 頼仁親王墓 五流尊龍院
倉敷市環境リサイクル局 一等寺
環境衛生協議会郷内支部 西方寺

学校園運営協議会
防災士
郷内地区婦人会
たんぽぽ団
(避難所はみんなが集う場所)

ボランティア活動
チャレンジワーク

修学旅行
進路選択（次へのスタート）

“倉敷（郷内）のひと”である
ことを誇りに思うひとに

“倉敷（郷内）のよさ”を
世界に発信できるひとに

“倉敷（郷内）らしさ”を
誇りに思うひとに

〜“From Kurashiki  (From  Gounai)”が
誇りとなるひとづくり〜 (倉敷市教育⼤綱基本理念)

保幼小中と地域住民等の連携の図

中央：山田敦子会長
（取材者）ノートルダム清心女子大学
人間生活学部人間生活学科
3 年生 大石心葉さん（左）
3 年生 大森心愛さん（右）

郷内地区子ども民生委員
　　　　　　 （倉敷市児島）

現
在
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

活
動
の
中
で
感
じ
た
変
化

民
生
委
員
児
童
委
員
の
担
い
手

確
保
が
全
国
で
課
題
と
な
る
中
、
各

地
域
で
は
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
民
生
委
員
制
度
」
は
そ

の
中
の
一
つ
で
、
地
域
や
福
祉
へ

の
関
心
を
高
め
な
が
ら
、
民
生
委

員
児
童
委
員
制
度
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
取
組
と
し
て
全
国
で

広
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
郷
内
地
区
子
ど
も

民
生
委
員
を
立
ち
上
げ
た
郷
内
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

山
田
敦
子
会
長
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
山
田
会
長
は
他
県
の
取
組

事
例
を
学
び
、
地
域
に
目
を
向
け

る
子
ど
も
の
育
成
を
目
的
に
、
地

域
の
課
題
を
子
ど
も
た
ち
が
考
え
、

実
践
す
る
仕
組
み
を
整
備
し
ま
し

た
。
こ
の
取
組
は
、
さ
ら
に
発
展

を
続
け
て
い
ま
す
。

活
動
に
至
っ
た
き
っ
か
け
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和６年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ23-11315より抜粋〉

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お1人につきいずれかのプラン1口のみとなります。

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

う
と
、
自
覚
を
持
っ
て
、
取
り
組
む
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
番
大
事
な
こ
と
は
活
動
を
続
け
る

こ
と
で
す
。
少
子
高
齢
社
会
の
今
だ
か

ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
目
を

向
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
中
学
生
に
よ

る
「
少
年
民
生
委
員
」
の
地
域
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
一
員
と
し
て
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
民
生
委
員
と
い
う
立

場
に
な
る
こ
と
で
、
地
域
に
良
い
影
響

を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に

地
域
の
人
と
関
わ
っ
た
り
、
活
動
に
参

加
し
よ
う
と
い
う
意
識
の
芽
生
え
に
も

繋
が
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の

取
組
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
す

た
め
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で

き
ま
し
た
。
今
回
の
取
材
の
中
で
、
活

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
仰

っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
が
続
い
て
い
き
、

子
ど
も
民
生
委
員
の
実
践
が
他
の
地
域

で
も
広
が
っ
て
い
っ
た
ら
良
い
な
と
感

じ
ま
し
た
。（
大
石
）

　

子
ど
も
民
生
委
員
に
な
る
こ
と
で
、

登
下
校
の
見
守
り
な
ど
で
地
域
の
方
に

毎
日
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
で
き
、
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
地
域

の
方
に
直
接
恩
返
し
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
お
互
い
が
助
け
合

う
こ
と
で
、
地
域
で
の
強
い
つ
な
が
り

が
で
き
、
地
域
へ
の
愛
が
生
ま
れ
る
と

い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
私
自
身
も
、

小
学
生
の
頃
に
登
下
校
の
見
守
り
や
昔

遊
び
体
験
な
ど
で
地
域
の
方
に
沢
山
お

世
話
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
当
時
は
気
づ
く
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
改
め
て
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
大
森
）　

今
後
に
つ
い
て

取
材
を
終
え
て

◆ 

取
材
先

　

 

郷
内
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

　

 

協
議
会

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

地
域
福
祉
部 

地
域
支
援
班

　

 

☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
２
８
３
５
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〔
主
な
成
果
〕

◆
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
と
の
協
働
の
も

と
、
市
町
村
社
協
の
基
盤
強
化
に
向

け
て
、
会
長
会
議
等
に
よ
り
、
役
職

員
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
や
、
中
期

経
営
計
画
の
策
定
を
推
進
し
ま
し
た
。

◆
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る

基
盤
整
備
に
向
け
て
、
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
活
動
強

化
方
策
２
０
２
４
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
地
域
福
祉
実
践
研
修
を
通
じ
て
、
個
と

地
域
の
一
体
的
支
援
の
理
解
促
進
並

び
に
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◆
市
町
村
行
政
に
対
し
、
市
町
村
域
に
お

け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
被
災
者

見
守
り
・
相
談
支
援
を
一
体
的
に
行

う
体
制
構
築
へ
の
働
き
か
け
を
進
め

ま
し
た
。

◆
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
後
方
支

援
事
業
を
受
託
し
、
多
様
な
主
体
と

の
つ
な
が
り
や
、
連
携
・
協
働
に
向

け
た
取
組
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
５
か
年
計
画

で
あ
る
「
第
８
次
岡
山
県
社
協
経

営
・
活
動
計
画
」
の
初
年
度
と
し

て
、
４
つ
の
経
営
・
活
動
方
針
に

基
づ
き
、
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
地
域
社
会
や
県
社
協
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
、
連
携
・
協
働
に
よ
る
「
地

域
の
福
祉
力
」
を
高
め
る
た
め
、

３
つ
の
重
点
的
取
組
事
項
を
部
署

横
断
的
に
最
優
先
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

〔
主
な
成
果
〕

◆
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
支
援
を
要

す
る
世
帯
に
対
し
、
市
町
村
社
協
を

通
じ
て
生
活
課
題
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
課
題
解
決
や
生
活
再
建

に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◆
生
活
困
窮
者
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

や
的
確
な
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
う
相
談

員
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

◆
成
年
後
見
制
度
を
利
用
で
き
る
地
域

体
制
の
構
築
に
向
け
、
会
議
等
で
関

係
機
関
と
の
連
携
お
よ
び
支
援
状
況

等
の
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

〔
主
な
成
果
〕

◆
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
経
営
支
援
で

は
、
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
課
題
や

経
営
・
活
動
方
針
１

経
営
・
活
動
方
針
２

経
営
・
活
動
方
針
３

目
標
達
成
率　

99
％

目
標
達
成
率　

106
％

目
標
達
成
率　

102
％

T O P I C S

トピックス
今号の第８次岡山県社協経営・活動計画

地域共生社会の実現に向け、
連携・協働による

「地域の福祉力」を高める
～令和５年度事業報告・決算報告～

【令和 5 年度における重点的取組の成果】

重点的取組１
【コロナ禍で顕在化した支
援を要する世帯に対する
相談支援体制の強化】

特例貸付借受世帯の状況把握を進め、それに
より把握できた要支援世帯に対し、市町村社
協を通じて課題解決や生活再建に向けた支援
に取り組みました。

重点的取組２
【市町村域における災害時
福祉支援活動の展開】

災害ボランティア・復興支援センターの整備
や連携・協働の仕組みづくりについての理解
が進み、協働の仕組構築事業に取り組む社協
の指定を行いました。

重点的取組３
【福祉人材の定着・確保、
誰もが働きやすい職場環
境づくり】

介護の入門的研修、介護アシスタント事業の
一体的実施により介護人材の裾野を広げるこ
とにつながりました。
すまいる宣言制度の認知度アップに取り組
み、登録法人の増加につなげました。

※経営・活動方針の〔目標達成率〕 ＝ 達成上限 120％　各方針の目標項目の下位にあたる事業単年度評価（事業達成率）の平均を合計したものです。※経営・活動方針の〔目標達成率〕 ＝ 達成上限 120％　各方針の目標項目の下位にあたる事業単年度評価（事業達成率）の平均を合計したものです。
　なお、事業単年度評価は、基礎点 70 点、加算点 50 点の 120 点を上限としています。　なお、事業単年度評価は、基礎点 70 点、加算点 50 点の 120 点を上限としています。

住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動

を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す

生
活
に
関
す
る
包
括
的
な
相

談
・
支
援
体
制
を
推
進
し
ま

す福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
支

え
、
質
の
高
い
福
祉
人
材
の

確
保
・
定
着
を
推
進
し
ま
す
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法
人
間
連
携
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、

セ
ミ
ナ
ー
等
で
周
知
す
る
と
と
も
に
今

後
の
支
援
方
策
に
反
映
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◆
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
対
策
推
進
協
議

会
を
中
心
に
、
福
祉
・
介
護
魅
力
発
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
、
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
番
組
制
作
やYouTube

で
の
配
信
、

介
護
フ
ェ
ス
等
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

◆
介
護
の
入
門
的
研
修
と
地
区
別
で
の
福

祉
の
仕
事
ミ
ニ
就
職
相
談
会
の
一
体
的

な
実
施
や
、
介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業

の
実
施
に
よ
り
、
多
様
な
福
祉
人
材
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〔
主
な
成
果
〕

◆
法
人
経
営
の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
、

資
金
管
理
会
議
に
お
い
て
各
種
積
立
金

の
運
用
方
法
を
協
議
す
る
と
と
も
に
積

立
財
源
の
有
効
活
用
に
努
め
ま
し
た
。

◆
新
た
な
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
（
局
内
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
）
お
よ
び
勤
怠
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
、
局
内
連
携

体
制
機
能
の
強
化
や
職
場
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
し
た
。

法人資金収支計算書              法人事業活動計算書 
（自）令和 5 年 4 月 1 日 （至）令和 6 年 3 月 31 日         （自）令和 5 年 4 月 1 日 （至）令和 6 年 3 月 31 日 

（単位：円）                            （単位：円） 

会計並びに拠点区分名 収入決算額 支出決算額  会計並びに拠点区分名 収益決算額 費用決算額 

一般会計 4,261,541,350 3,559,677,380  一般会計 2,915,450,698 2,752,254,670 

 社会福祉事業区分 410,404,643 378,167,238   社会福祉事業拠点区分 436,159,876 426,893,503 

 公益事業区分 3,840,143,971 3,170,327,466   公益事業 2,467,838,129 2,314,170,924 

 収益事業区分 10,992,736 11,182,676 
 

 収益事業 11,452,693 11,190,243 

生活福祉資金会計 8,907,338,774 5,465,384,531 生活福祉資金会計 7,880,589,561 8,106,198,720 

要保護世帯向け不動産担保型

生活資金会計 
86,821,830 12,061,417 

 

要保護世帯向け不動産担保型

生活資金会計 
4,086,380 4,096,380 

生活福祉資金貸付事務費会計 8,173,988,780 7,844,132,590 生活福祉資金貸付事務費会計 8,195,557,341 7,875,540,566 

臨時特例つなぎ資金会計 368,808 1,083  臨時特例つなぎ資金会計 △54,426,192 1,083 
※収入決算額には、前期末支払資金残高を含み、内部取引消去前の金額を示す。   ※収益決算額には、前期繰越活動増減差額、国庫補助金等特別積立金取崩額、その

他の積立金取崩額等を含み、費用決算額には、その他の積立金積立額等を含む。 

 

一般会計貸借対照表              特別会計貸借対照表（4 会計合算） 
令和 6 年 3 月 31 日現在                                  令和 6 年 3 月 31 日現在 

（単位：円）                            （単位：円） 

勘定科目 金  額 勘定科目 金  額  勘定科目 金  額 勘定科目 金  額 

資産の部 負債の部  資産の部 負債の部 

流動資産 728,472,857 流動負債 46,128,827  流動資産 3,863,304,298 流動負債 16,365,727 

固定資産 20,522,965,269 固定負債 18,370,381,561  固定資産 24,452,661,393 固定負債 49,408,278 

基本財産 30,000,000 負債の部合計 18,416,510,388 

 

その他の固定資産 24,452,661,393 負債の部合計 65,774,005 

 その他の固定資産 20,492,965,269 純資産の部 

   

純資産の部 

  

国庫補助金等特

別積立金 
1,146,463,246 

国庫補助金等特

別積立金 
21,154,343,925 

その他の積立金 1,525,268,464 

 

その他の積立金 7,055,867,420 

次期繰越活動

増減差額 
（うち当期活動増減差額） 

163,196,028 
(△66,609,467) 

次期繰越活動

増減差額 
（うち当期活動増減差額）

39,980,341 

(13,610,258,914) 

純資産の部合計 2,834,927,738  純資産の部合計 28,250,191,686 

資産の部合計 21,251,438,126 負債及び純資産の部合計 21,251,438,126  資産の部合計 28,315,965,691 負債及び純資産の部合計 28,315,965,691 

※流動資産には、商品・製品額等を含み、流動負債には、賞与引当金等を含む。 

 

閲覧可能 
事業報告書、決算書は、本会ホームページ（http://www.fukushiokayama.or.jp/）または本会事務所において閲覧することができます。 

【お問い合わせ先】 岡山県社会福祉協議会 総務企画部（TEL.086-226-2822） 

 

法
人
経
営
・
運
営
組
織
の
機

能
を
強
化
し
ま
す

経
営
・
活
動
方
針
４

目
標
達
成
率　

90
％
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委員の任期満了に伴い、令和6年6月12日開催の令和6年度
第1回理事会において選任されました。
（任期）令和6年6月28日～令和10年度定時評議員会の終結
の時まで

理事に異動がありましたので、令和6年6月28日開催の令和
6年度定時評議員会において新たに選任されました。
（任期）令和6年6月28日～令和7年度定時評議員会の終結
の時まで

開催日・開催方法等が変更される場合がありますので、詳
細は岡山県社会福祉協議会ホームページでご確認ください。

岡山県社会福祉協議会　役員等就任のお知らせ

令和６年度 福祉従事者研修計画一覧（8 月以降開催分）　

 【お問い合わせ先】
福祉人材支援班　　
 ☎０８６ー２２６ー２８８８

１．評議員会選任・解任委員会　委員 ２．理事

任期満了まで、どうぞよろしくお願いいたします。

氏　名 所　属
平松　卓雄 （社福）岡山県社会福祉協議会（監事）
岡　智明 （社福）岡山県社会福祉協議会（事務局員）

岡野　敏郎 （社福）倉敷市社会福祉協議会
小寺　紀孝 （社福）岡山県共同募金会
山本　浩史  新見公立大学　健康科学部

氏　名 所　属
江見　　肇 （社福）山陽新聞社会事業団

事業名 開催日 開催場所
( 方法 )

キャリアパス対応生涯
研修課程【中堅職員】

8 月 21 日
22 日 きらめきプラザ

キャリアパス対応生涯
研修課程【チームリーダー】

10 月 22 日
23 日 きらめきプラザ

キャリアパス対応生涯
研修課程【管理職員】

11 月 13 日
14 日 きらめきプラザ

チームリーダー
重点テーマ強化研修 8 月 23 日 きらめきプラザ

中堅職員
重点テーマ強化研修 9 月 12 日 きらめきプラザ

リスクマネジメント研修 10 月 2 日 きらめきプラザ

苦情対応研修 10 月 8 日 きらめきプラザ

ストレスマネジメント
研修 10 月 9 日 きらめきプラザ

ＢＣＰフォローアップ
研修 10 月 29 日 きらめきプラザ

管理職員
重点テーマ強化研修 10 月 30 日 きらめきプラザ

業務改善研修 11 月 21 日 きらめきプラザ

メンタルヘルス推進
担当者研修 12 月 3 日 きらめきプラザ

事業名 開催日 開催場所
( 方法 )

認知症介護実践研修
（実践者研修）

7 月～ 10 月   
（6 日間× 2 日程） きらめきプラザ

認知症対応型サービス
事業開設者研修 9 月 8 日 きらめきプラザ

認知症対応型サービス
事業管理者研修

①   9 月 18 日
19 日

② 11 月 26 日
27 日

③   2 月   6 日
7 日

きらめきプラザ

小規模多機能型サービス等
計画作成担当者研修

10 月 24 日
25 日 きらめきプラザ

介護支援専門員実務・
更新（未経験者向け）・
再研修

実務）
R7 年 1 月 ～ 5
月（14 日間）
更新（未）・再）
R7 年 1 月 ～ 3
月（9 日間）

オンライン＋
きらめきプラザ

【お問い合わせ先】
 総務企画部
 ☎０８６ー２２６ー２８２２



県 社 協 ＮＥＷＳ県社協ＮＥＷＳ

岡山県社会福祉協議会 2024 Summer9

　
岡
山
県
運
営
適
正
化
委
員
会
で
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
か
ら
の
苦

情
・
相
談
を
受
け
付
け
、
解
決
に
向
け

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
本
会
で
受
け
付
け
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
件
数
は

55
件
（
４
年
度
82
件
）、
苦
情
に
満
た

な
い
相
談
件
数
は
52
件（
４
年
度
45
件
）

で
、
苦
情
件
数
は
若
干
減
少
し
た
も
の

の
、
継
続
的
に
多
く
の
苦
情
・
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
苦
情
受
付
の
サ
ー
ビ
ス
種
別
は
、
障

害
者
関
係
が
33
件
と
６
割
を
占
め
て
お

り
、
続
い
て
、
児
童
関
係
11
件
、
高
齢

関
係
７
件
、
そ
の
他
４
件
で
し
た
。

　
ま
た
、
主
な
苦
情
内
容
は
、
職
員
の

接
遇
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
に
関
す
る

も
の
が
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
苦
情
・
相
談
状
況

　
　

岡
山
県
運
営
適
正
化
委
員
会

◆ 

苦
情
の
申
出
・
ご
相
談
は

　
 

岡
山
県
運
営
適
正
化
委
員
会

　

 
☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
９
４
０
０

　
７
月
４
日
に 

「
岡
山
県
運
営
適
正
化

委
員
会
」
委
員
の
選
考
に
係
る
「
選
考

委
員
会
」
を
開
催
し
、
県
社
協
会
長
が

選
考
・
提
案
し
た
委
員
候
補
者
に
つ
い

て
、
選
考
委
員
の
審
議
の
も
と
、
委
員

を
選
任
い
た
し
ま
し
た
。
　
　

　
委
員
定
数
は
13
名
で
、
任
期
は
令
和

６
年
７
月
18
日
か
ら
２
年
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
委
員
会
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援

助
事
業
（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）
の

運
営
監
視
を
行
う
「
運
営
監
視
合
議
体
」

と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決
に
あ
た

る
「
苦
情
解
決
合
議
体
」
に
編
成
し
て

活
動
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
委
員
の
選
考
に
あ
た
る
選
考

委
員
会
委
員
は
、
広
く
住
民
に
対
し
公

示
し
た
後
、
選
任
い
た
し
ま
し
た
。
任

期
は
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら
２
年
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●岡山県運営適正化委員会委員

●選考委員会委員

｢

岡
山
県
運
営
適
正
化
委
員
会｣

委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

  

  
  
  
  

  
        

お見積り、事故のご相談、すべて無料！ 

お気軽にご連絡下さい。 
  
                                                                                                                                            
岡岡山山県県支支部部  
〒〒770000--00992277岡岡山山市市北北区区西西古古松松 223377--112266  松松本本ビビルル３３FF  

TTEELL008866--224466--33335555  FFAAXX008866--224466--33337755  

【本部】福岡市博多区東比恵２－１５－２５  
        TEL：092-441-5901  

NJ730.2103.0213.999999 
 

Tikiナビ
トラベルま

で

岡山市南区洲崎2-6-33
FAX： 086-261-8011
営業時間： 9:30～18:30

定休日： 土日祝日
岡山県県知事登録2-388
総合旅行業務取扱管理者： 加藤大毅

ご 旅 行

研 修 の

ご相談は

086-261-1550

分野及び委員氏名（敬称略） 監視 苦情

公益代表

平松　正臣（岡山ビジネスカレッジ非常勤講師） ○
山本　浩史（新見公立大学教授） ○
片岡加代子（元　岡山市立南方保育園長） ○
竹中　理香（川崎医療福祉大学教授） ○
木村　俊之（岡山県子ども・福祉部次長） ○

利用者代表 安藤　光徳（認知症の人と家族の会　岡山県支部代表） ○
サービス

提供者代表 小林　大輔（岡山県知的障害者福祉協会会長） ○

法　　律

鈴木　大士（弁護士） ○ ○
小川　　洋（公認会計士） ○
中西　崇陽（公認会計士） ○
岡　　友和（公認会計士） ○

医　　療
塚本　千秋（岡山県精神科医療センター医監） ○ ○
中山　　真（岡山県精神保健福祉士協会副会長） ○

分野及び委員氏名（敬称略）

公益代表
安達　悦子（一般社団　岡山県介護福祉士会）

角銅　勇二（岡山県民生委員児童委員協議会）

利用者代表
阪井ひとみ（NPO　岡山県精神障害者家族会連合会）

關野　茂夫（一般社団　岡山県手をつなぐ育成会）

経営者代表
筒井　恵子（社福　鴻仁福祉会 / 岡山県社会福祉法人経営者協議会）

中桐　　泰（社福　倉敷市社会福祉協議会）
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【
日
程
】
令
和
6
年
11
月
11
日
～
17
日

【
会
場
】
エ
キ
チ
カ
広
場

【
内
容
】
「sm

ile cafe

」
ラ
ジ
オ
公

開
収
録
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
福
祉
機
器

体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
。
最
新

情
報
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

Ｏ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
福
祉
・
介
護
フ
ェ
ス

２
０
２
４ 

～
11
月
11
日
介
護
の
日

イ
ベ
ン
ト
開
催
し
ま
す
！

Ｏ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
福
祉
・
介
護

魅
力
発
信
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
就
任
！

土
師  
伊
久
美
さ
ん

（
岡
山
県
出
身 

声
楽
家
・
声
優
）

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー　

 

☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
３
５
０
７ 

　
岡
山
県
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
対

策
推
進
協
議
会
（
事
務
局:

岡
山
県
社

会
福
祉
協
議
会
）
で
は
、
令
和
6
年

度
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
よ
り
多
く

の
方
に
福
祉
・
介
護
職
の
魅
力
を
お
届

け
す
る
た
め
、「
Ｏ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
福
祉
・

介
護
魅
力
発
信
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
岡

山
県
出
身 

声
楽
家 

土
師 

伊
久
美
さ
ん

（
は
じ 

い
く
み
）
さ
ん
に
就
任
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
土
師 

伊
久
美
さ
ん
の
笑
顔
と
と
も

に
、
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
、
福

祉
人
材
確
保
を
推
進
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
関
係
機
関
と
連
携
し
実
施
展
開
し

ま
す
。

　
５
月
19
日
開
催
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
就
任

委
嘱
式
終
了
後
、
土
師 

伊
久
美
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

福
祉
・
介
護
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

　
学
生
時
代
、
教
員
免
許
取
得
の
た
め

施
設
で
介
護
等
体
験
（
介
護
実
習
）
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
職
員
さ
ん

が
「
利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
を
み
る
と
今

日
も
一
日
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
」
と
仰
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
、
ご
家

族
、
職
員
同
士
等
、
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
、
毎
日
色
々
な
こ

と
が
起
き
る
環
境
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
「
喜
び
」
や
「
発
見
」
が
あ
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
。

5
／
19
就
任
式
後
、
第
１
回
ラ
ジ

オ
番
組
「sm

ile cafe

」
公
開

収
録
を
終
え
て
　

　　
第
1
回
と
い
う
こ
と
で
緊
張
し
ま
し

た
が
、
ゲ
ス
ト
出
演
さ
れ
た
施
設
職
員

さ
ん
が
お
話
さ
れ
た
利
用
者
さ
ん
と
の

関
わ
り
方
な
ど
気
に
な
る
話
題
や
ワ
ー

ド
を
掴
ん
で
、
淵
本
恭
子
さ
ん
の
心
強

い
進
行
の
も
と
、
番
組
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

友
人
や

フ
ァ
ン
の
方
の
中
に
、
福
祉
・
介
護
関

係
の
お
仕
事
を
し
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
就
任
報
告

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
し
た
際
は
反
響
が
想
像
以

上
に
大
き
く
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
の

意
気
込
み

　
福
祉
・
介
護
の
魅
力
を
岡
山
県
か
ら

全
国
へ
発
信
し
、
特
に
若
い
世
代
の
方

に
、
大
切
な
人
が
、
福
祉
・
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
時
、
こ
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

で
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
何
か
の
役
に

立
て
る
よ
う
、
私
も
一
緒
に
学
び
つ
つ

活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
！

◆
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
土
師 

伊
久
美
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
活
動
内
容
は
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
】

Ｏ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
福
祉
・
介
護
フ
ェ
ス

２
０
２
４

 (okayam
a-fukushikaigo.jp)

岡山県福祉・介護人材確保対策推進協議会
赤畠会長 （左）、土師 伊久美さん （右）



県 社 協 ＮＥＷＳ赤い羽根共同募金

岡山県社会福祉協議会 2024 Summer11

岡山県共同募金会

支援活動の様子

整備したテラスシート

　今年も１０月１日から全国一斉に共同募金運動を展開いたします。
皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

　赤い羽根共同募金運動は、「じぶん
の町を良くするしくみ。」として、皆
さんが暮らしている地域の福祉活動
に必要な資金を集める民間の募金運
動です。
　お寄せいただいた寄付金は、社会
福祉協議会や福祉団体、ＮＰＯ法人
等の地域福祉活動や福祉施設の備品
整備などを支援する貴重な財源と
なっています。

　じぶんの町に、困っている人
がいる。その人たちが一番必要
としてるもの、それは人のチカ
ラです。手をとって、支えてく
れる人の存在です。
　では、その活動資金は、どう
しましょう。
　赤い羽根共同募金は、困って
いる人を「支える人を支える募
金」。それが、赤い羽根の役割な
のです。

ありがとうメッセージ（令和５年度助成事業）

路上生活者及び生活困窮者に対する支援活動
特定非営利活動法人岡山きずな（岡山市）

保育園のテラスシート整備
真備かなりや認定こども園（倉敷市）

　いただいた助成金で、路上生活を送ることを余儀なくされていいただいた助成金で、路上生活を送ることを余儀なくされてい
る方、生活に困窮されている方へ軽食をお渡ししたり、厳しい寒る方、生活に困窮されている方へ軽食をお渡ししたり、厳しい寒
さをしのぐために暖をとるための寝袋やカイロをお渡しし、応急さをしのぐために暖をとるための寝袋やカイロをお渡しし、応急
的にではありますが、命をつなぐ活動を行うことができました。的にではありますが、命をつなぐ活動を行うことができました。
　今後もこの活動を発展させ、生活に困っている多くの方を支援　今後もこの活動を発展させ、生活に困っている多くの方を支援
できるよう頑張っていきます。ありがとうございました。できるよう頑張っていきます。ありがとうございました。

　この度助成金で園屋上のテラスシートを新しくさせていただき　この度助成金で園屋上のテラスシートを新しくさせていただき
ました。これまであった人工芝シートは老朽化してしまい、表面ました。これまであった人工芝シートは老朽化してしまい、表面
が剝がれ夏場は熱を吸収して高温になったりと、自由に遊べる環が剝がれ夏場は熱を吸収して高温になったりと、自由に遊べる環
境ではなくなっていましたが、新しくクッション性が高く遮熱性境ではなくなっていましたが、新しくクッション性が高く遮熱性
も高いシートを張ったことで、子どもたちが安全に遊べるようにも高いシートを張ったことで、子どもたちが安全に遊べるように
なりました。皆様の善意のおかげです。本当にありがとうございなりました。皆様の善意のおかげです。本当にありがとうござい
ました。ました。
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本
機
関
紙
の
講
読
料
は
、
岡
山
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
年
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

機関紙「岡山県社会福祉」への
ご意見・ご感想をお寄せください！

機関紙へのご意見・ご感想、住所、氏名、年齢をご記入の上、下記までお送りください。
■郵　送：〒700-0807　岡山市北区南方２丁目13-1　きらめきプラザ３階
　　　　岡山県社会福祉協議会　広報班
■ＦＡＸ：０８６－２２７－３５６６　まで なお、当選の発表は

商品の発送をもってかえさせて
いただきます。

ご意見・ご感想をいただいた方の中から３名様にももるんじゃーグッズをプレゼントします。

●福祉用具専門相談員…福祉用具を利用する利用者や家
族に対して心身の状態や使用環境などから、適切な用具
の選び方や使い方を説明したり、アドバイスしたりする
専門職

現
在
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

元
々
、
運
動
が
好
き
で
、
大
学
で
健

康
や
運
動
の
こ
と
を
学
び
、
地
元
岡
山

で
運
動
指
導
員
と
し
て
健
康
教
室
や
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
ん
だ
こ
と
や
経

験
を
活
か
し
た
い
と
思
い
福
祉
用
具
メ

ー
カ
ー
に
入
職
し
、
全
国
で
福
祉
用
具

の
適
切
な
利
用
方
法
等
を
伝
え
る
研
修

等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
岡
山

で
福
祉
用
具
に
関
わ
る
仕
事
を
と
思
い
、

現
在
の
会
社
に
入
職
し
ま
し
た
。

現
在
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
し
て
、
使

用
さ
れ
る
方
の
状
態
に
応
じ
た
用
具
の

選
定
や
使
い
方
の
適
切
な
助
言
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
病
気
や
家
庭
の

事
情
も
あ
る
中
で
、
福
祉
用
具
や
環
境

調
整
で
「
外
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
褥じ

ょ
く
そ
う瘡

が
治
っ
た
」「
ト
イ
レ
に
行

け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
嬉
し
い
言

葉
を
い
た
だ
け
る
の
が
や
り
が
い
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
用
具
は
、

ス
キ
ル
や
知
識
量
が
信
頼
に
繋
が
る
仕

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
工
夫

し
な
が
ら
改
善
し
て
い
く
か
「
気
づ
く

力
」
を
意
識
し
て
専
門
職
間
で
の
連
携

や
、
ご
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
日
々
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
・
施
設
で
の
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
等
、
福
祉
用
具
に
関
す
る
研
修

会
を
実
施
し
、
岡
山
の
医
療
・
福
祉
に

関
わ
る
方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
研

修
で
は
、
難
し
い
話
よ
り
も
身
近
な
例

え
で
分
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
実
技
体

験
を
通
し
て
、
利
用
者
の
気
持
ち
に
な

っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
誰
も
が
で
き
る

簡
単
な
や
り
方
を
伝
え
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。
研
修
を
通
し
て
、
多
く
の

方
に
出
会
い
、
繋
が
り
が
持
て
る
こ
と

も
や
り
が
い
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

　

自
身
の
経
験
や
学
ん
で
き
た
こ
と
が
、

医
療
・
福
祉
に
関
わ
る
方
へ
少
し
で
も

伝
わ
り
、
利
用
者
だ
け
で
な
く
家
族
も

「
良
い
ケ
ア
が
で
き
た
」「
良
い
看
取
り

だ
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
会
等
を
通
し
て
岡
山
県

内
関
係
者
の
ス
キ
ル
の
底
上
げ
を
図
り
、

そ
の
先
に
い
る
利
用
者
、
家
族
が
幸
せ

に
な
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
医

療
・
福
祉
業
界
で
働
く
方
も
や
り
が
い

と
自
信
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

株
式
会
社 

ア
ー
ク
リ
ー
ド

ア
ー
ク
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

　
：
岡
山
市
南
区
新
保
１
３
１
４-

２

　
　
デ
ィ
ア
リ
オ
Ｂ-

１
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vol.64

～関わる人の思いに寄り添いながら、
　　　　　　　  　繋がりを大切に～
～関わる人の思いに寄り添いながら、
　　　　　　　  　繋がりを大切に～

株式会社アークリード
アークテクノサービス

福祉用具専門相談員　藤井　直人さん

株式会社アークリード
アークテクノサービス

福祉用具専門相談員　藤井　直人さん

「ふくし」の

仕 事 人たち


